




















































































審査結 果 の 要
旨
 著者は,中枢神経抑制剤の脳酸溶性nUC■OO硫deに及ぼす影響について,ラツテとマウス
 を用いて実験を行ない,次のような成績をあげた。
 t実験はHur■ber七らのioneXchangechroma七〇graPhy法に準じて行ない,
 実験操作中の多燐酸nucleotideの分解をできるだけさけるために,流出速度を短縮して原
 法の約5分の1即ち5～6時間で流出を終了するようにした。
 2.標準状態即ち被験動物が静穏状態にあるとき,液体空気で凍結,固定した場合の脳酸溶性
 n肌。■estiαe特にadeninenucleO七ideでは,多燐酸nucleO七ideがラツテに.
 おけるよリマウスにおいて高い値を示した。即ちAMP・ADP・ATPの値は,ラツテで夫々
 0.56・0.57・0.59μM/9であるのに対し,マウスでは夫々α29・O.41・0.91μM
 /9であった。
 5.中枢神経抑制剤としては,amobarbi七aユ,e七hanO■,B七her及びCh■Orpro-
 maginaをえらび,被験動物が外界の刺激に対して無反応な状態に達したとをに,液体空気中
 に投入して凍結した後、脳酸溶性nucエe七i佃の変動を検討した。
 その結果は、a」nobarbi七a1,e'じherかよび。“anO■では多燐酸nucユootideの
 増加がみられ・一方ch■orproma2ineではその減少がみられた。
 4,ラツテとマウスの中枢神経抑制剤による影響の差を検討してみると,a皿Obarbi七a■,
 〇七herお・よびethano■での多燐酸nUC'Lootiαeの増加は,マウスに比較してラツテに
 お・いてより著明であった。
 このことは,中枢神経抑制剤の作用だけでなく,凍結時の刺激,興奮そ'してその間におきる多
 燐酸nucleotideの分解を抑制する度合が,凍結時間の長いラツテにむいてより大きいこと
 を推測せしめる'δ・
 5.一方ch■Orpromazineでは,多燐酸n巌cloo七ideの減少がみられ,これはマウ
 スに高いてより著明であった。
 このことは・凍結時間の短いマウスに調いて・そ'の変動をより確実にとらえ得たことを考えさ
 せる。
 乙以上のことから,標準状態に寿げるラツテとマウスの差は,動物の種類差による影簿も或
 一262一
～
 程度考えられたとしても、それよりもむしろ凍結博聞の長短,そしてそ一の間に赴きる多燐酸nuc一
 ■e。毛脚の分解嵯舶来するものと捌される・したがって・'nβ'芋uに測る駒
 酸i容性皿Uつ■eo七id一'eの値は・両者の間にお・偽て著しい差はないものと推測きれる。
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